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家畜の生産性向上に寄与する新技術の開発

●研究概要

家畜の生産性向上に寄与する技術開発を目指し研究を
行っています。特に黒毛和種に着目し、高品質な牛肉の安
定かつ効率的な生産を実現するため、繁殖能力や肥育状
態を評価できる各種バイオマーカーの開発を進めています。
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図2. 枝肉切開面画像

図1. 黒毛和種肥育牛（去勢牛）

・黒毛和種の枝肉成績と関連する血中バイオマーカーの開発
肉用牛農家は、牛の遺伝的能力を最大限に発揮させ、優れた枝肉成
績を持つ肉用牛を安定生産することを目指している。しかし、牛の肥育
状態を測る有効な技術はまだ無く、農家は長年の経験に基づいて肥育
状態を推定している。本研究では、細胞内の遺伝子情報や細胞外に
放出される核酸やタンパク質などの遺伝物質を指標として、肥育期間
中に牛の肥育状態を生体評価可能な非侵襲性バイオマーカーの開発
を進めている（論文2、5）。誰でも使いやすい新規バイオマーカーを現

場に普及できれば、肥育中に枝肉成績を予測できるだけでなく、肥育
途上での飼料の改善や個々の牛に合わせた飼養管理が可能となり、
畜産業の新たな業態への進化にもつながることが期待される（図1-3）。

・繁殖成績と関連する生体バイオマーカーの開発
牛の繁殖成績は年々低下していることが報告されている。また人工
授精技術等が普及した結果、一部の優秀な種雄牛ばかりが子牛生産
に用いられる傾向が生じ、国内和牛集団の多様性の低下や不良形質
の発現につながっている。そこで、細胞内の遺伝子情報や細胞外に放
出される核酸やタンパク質などの遺伝物質を指標として、哺乳類の受
胎メカニズムや雌牛の繁殖能力を明らかにする研究を実施している
（論文1、3、6、特許1）。

・黒毛和種における牛伝染性リンパ腫ウイルス感染対策
地方病性の牛伝染性リンパ腫（EBL）は牛伝染性リンパ腫ウイルス

（BLV)により引き起こされる感染性の疾患で、発症までに複数年掛か
ることや、感染牛の一部だけしか発症しないことから、若齢で出荷する
肉用牛では、経済形質への影響はほとんど認識されてこなかった。と
ころが近年では、肉用牛でもBLV感染が拡大し、経済形質への影響が
危惧されるようになった。研究では、黒毛和種におけるBLV感染の影
響や遺伝的背景との関連を明らかにするとともに、感染拡大防除のた
めの新技術開発をすすめている（論文4）。
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図3. 枝肉成績との関連が検出された
バイオマーカー候補因子


